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消化管上皮細胞の機能分子とその解析法
腸細胞の有機カチオントランスポーターとその解析法

藤谷幹浩、高後 裕
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主な有機カチオントランスボーダーには，
ＯＣＴファミリーとＯＣＴＮファミリーが覇り，
前者はおもに腎臓や肝臓に,後者は腎臓,小潟
骨格筋‘脳．諦などに広く分布している‘これ
らトランスポーターの役割は栄養素や薬剤，内
因性物質の輸送にあるとされ‘蒲化器疾患との
かかわりはあまり知ら縦ていなかつ麓．しかし
最近．ＭＤＲ１やＯＣＴＮ１/2腫盗;慶性腸疾患高
感受性の遺伝子多型が発見され，消化器疾患と
トランスポーターと趣かかわりが注園されるよ
うに葱った※われわれは，腸管上皮綴飽膜に存
在するIQCTN2が農ｓｕｂ滅鱈霞来ベブチド
血

ｃｏｍｐｅｔｅｎｃｅａｒＩｄｓ１ｐｏｒｕＩａｔｉｏｒＩｆａｃｔｏｒ
(CSF)率を細胞麹に輸送すること，それによっ
て綴胞防御蛋寓で諺るＨｓｐが誘蕊さ液，酸化
ストレスに対する抵抗《注が飛躍的に向上するこ
とを見出した※これは，レセブター鐙介した細
菌認識機構とは異な愚，新しい宿主‐腸内細菌
趣相互作用機溝と考えられる．本稿では‘一連
の研究で用いた有機カチオントランスポーター
の解績法とそめ輸送物質の同定法につい定解説
した“
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有機カチオントランスポーター;ま，各種内因性物質や

有機カチオン系薬物などの吸収腫携るトランスポーター

であり。その多くは細胞膜に発現している．主な有機カ

チオントランスポーターファミリーとして，organic

●ati”tr”Sp｡r鐘ｒ〈OCT》ファミリーとnCVelorganiC

“tiontranspcrt錘（OCr解）ファミリーが同定きれてお

り．前者はおもに腎臓や肝臓Ｉこ発現しているのに対し，

後者は腎臓、小腸，骨格鱗、脳、肺などに広く分布して

いることが知られているI癖。○ＣＴＮファミリーには，

ocTNl‘２'３の３つのアイソタイプが同定されており，

それぞれ発規部位や主な輸送物質が異なる．われわれは

ヒトおよびマウス腸管の免疫組織化学的検討から‘小腸

および大腸上皮細胞膜の管腔側にｏｃＴＮ１および

OC'1､Ｎ２が発現していることを確認している鱒．

以前から腸細胞{こおける細胞膜トランスポーターの役

割は，各種栄蕊紫や蕊荊，内閣徽鞠質心輸送にあるとさ

れ，消化器疾職とのかかわりについてはあまり知られて

いなかった．ところが，疾患特異的遺伝子多型の解析か

ら，multidrugre鳶鵡t翁斑“１（j”漣〉やｐｃｉｙｗｚおよび

“ryv彦に炎搬職腸疾患高感受性の遺伝子多型の存在が

発見されたことを契機に，腸疾患と細胞膜トランスポー

ターとのかかわりがにわかに注目されるようになっ

た縄'、これらの報誇を受けて，最近‘われわれは有機力
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